
1 日時 令和　４年　６月２０日　（月）　　１５：００～１６：００

2 場所 笹原小学校　ＣＳルーム

3 出席者 協議会委員： 宮内会長、芦原委員、渡瀬委員、黒見委員、森木委員、尾矢委員、大津委員

荒川委員、後野委員、坂田委員、中村委員、民谷委員、上田委員、京見委員

今村委員

教職員　　　：村上校長

教育委員会： 太田洋子（教育長職務代理者）

二宮叔枝（教育委員）

増田学校指導課主事

司会進行　：　荒川ＣＳディレクター（委員）

＊委員交代があり、坂田委員（本校ＰＴＡ会長）、大津委員（土曜学習コーディネーター）

　中村委員（ささはらこども園長）、京見委員（本校教頭）

　の4名が新委員として今年度新たに就任されました。

4 内容

（１） 令和４年度学校運営協議会委員紹介

（２） 本校について

① 学校運営協議会とコミュニティ・スクールについて

② 新型コロナウィルス対策を考慮した年間行事について

③ 学校教育目標について

④ 学校評価について

⑤ 学校運営協議会だより 【笹っ子応援団】 について

⑥ 学校運営協議会委員と教職員との交流会

⑦ 夏季研修について

（３） その他

5 協議会会議内容詳細

＊開会

あいさつ

宮内会長

・ 新型コロナウィルス感染症拡大の影響で第１回の開催時期がずれてしまったが、本日開催出来て

安堵しています。今年度もご協力をよろしくお願いします。

・ 昨年度末に予定しておりました教職員との交流会を、この会議の後に連続して行いますが、

しっかりと意見交換しながら今年度の取組内容を決めていきたいと考えていますので、委員の皆様も

活発な議論の展開をお願いします。

村上校長

・ 本校校長として５年目を迎えることになりました。いつも支えて頂きありがとうございます。

・ 教頭先生が交代しました。以前本校教諭としての勤務経験もあり、宜しくお願いします。

・ 昨年度末よりコロナにより開催ができなかったが、会長同様本日お集まりして頂くことができ

嬉しく思います。今年度も引続きお願いします。

・ 笹ポーターの皆さんが、「教育ふれあい賞」を受賞いたしました。おめでとうございます。

日々のご支援に感謝いたしております。

（１） 令和４年度学校運営協議会委員自己紹介（出席委員全員）

教育委員会より参加（３名）の皆さんの自己紹介

（２） 本校について

① 学校運営協議会とコミュニティ・スクールについて

　校長先生より説明　　　（席上配布資料参照）

＊ 新委員の方もあられるので、本校運営協議会の組織図、取組内容を紹介して頂いた

② 新型コロナウィルス対策を考慮した年間行事について　
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　校長先生より説明　　　（席上配布資料参照）

主な行事予定

・ すでに実施済ではあるが４月に学級懇談会、分散開催であるがオープンスクール、

ＰＴＡ総会も感染対策をとりながら実施できた。

・ ６／４に体育大会を実施。（残念ながら５年生は学級閉鎖中であり６／８に開催）

開催方法等はかなり模索しながらであった。

・ ６／２５より土曜学習（笹っ子マナビエル）を始める予定。

・ プールに関しては、２学級ずつ（従来は１学年ごと）として、水に慣れる目的で実施。

（夏休みの水泳学習、自由プールは今年度も実施見送り）

・ ８／１７、教職員の夏季研修会実施。（内容は後述）

・ １０／５・６に６年生修学旅行予定（広島）、コロナの状況次第で昨年同様県内に変更も検討

・ １０／１２～１４に５年生自然学校予定。１１／２２に代替行事をプラス

・ １１／１８～１１／２１、いたみっ子アート展開催、（１／２５～１／２８年度は図工・家庭科展）予定

③ 学校教育目標について

　校長先生より説明　　　（席上配布資料参照）

・ 学校教育目標

『心身豊かに　学び合う　子どもの育成』　従来と変更なし

～「withコロナ」（緊急事態）の中での教育活動の復活～　を追加

＊ ２年間のコロナ禍による経験を踏まえ、教育を止めない為に出来る活動を模索する

めざす学校像

・ 特に不登校児童を減らしていきたい。

（平成２９年度から減少していたが、コロナ感染拡大とともに増加傾向となっていることから）

・・・・・誰もが心の不安なく、楽しく通える学校・・・・・をめざす

めざす子ども像

・ コロナ禍でも体育の時間等を工夫し、体を動かす機会の確保をしながら体力作りを行なっていく。

また、学校給食をしっかり食べ、バランスの良い食習慣を身につけさせる。

めざす教師像

・ 教育のユニバーサルデザインの更なる推進

・ 学校運営協議会を核として学校・家庭・地域が協力して取り組んでいく。

・ 就学前施設（こども園等）との連携強化

④ 学校評価について

　今村委員（教育課程担当）より説明　　（席上配布資料参照）

　　　＊時間の都合で学校評価総括表より抜粋しての説明

（委員は目通ししておき、意見・質問等あれば、第３回学校運営協議会にて質疑応答する）

＊ ２０２１年度の報告

・ 概ねアンケート結果等は前年度と同程度の評価を得ているが、課題がまだまだ多い。

・ １２項目中、学年指導、人権・同和教育、特別支援教育、保護者・地域との連携の４項目については

目標を達成し自己評価Ａランクだったが、８項目についてはＢランクであった。

＊ ２０２２年度の取組みについて

・ コロナ禍という状況を念頭に施策・目標を設定

・ 新たな研究年度（３年間）がスタートするので、アンケート結果等を基にテーマを決めて進めていきたい。

・ ２０２１年度の具体的施策・達成目標に大きな変化はないが、昨年度の反省を踏まえ

各員会においてしっかり話し合いながら達成に向けて進めていきたい。

・ 保護者アンケートにもユニバーサルデザインに関する項目を追加し、オープンスクール等で理解を

深めていただけるよう取組む。

質疑

Ｑ， ホームページの活用とあるが、現在の閲覧数はどれぐらいですか?

Ａ． 把握できていませんので、この場では回答できず申し訳ございません。

調べて後日お知らせします。（今村委員）



Ａ， 内容によって、ホームページの閲覧数に差が出ているのが現状です。（校長先生）

(月5000回～13000回　程度)

Ａ． 昨年度はコロナによって一日入学が実施出来ず動画をアップしたら、見る見る間に閲覧数が増加。

閲覧者のお話では、説明を受けながらだとメモに気を取られ内容を聞き洩らすことも多かったが、

今回の動画だと繰返し見れるのでしっかりと内容を把握できたとのご意見があった。

Ｑ， 行事の方針はどうなってますか？

トライやるウィーク等中止している地域と行ってる地域があるときいていますが、、、

Ａ． トライやるウィークは中学２年生対象で実施されている。本日中学校の上田委員（教頭）がお休みで

笹中のお話しを聞けませんが、今年度は実施予定となっています。

しかし、受入先が年々減少し協力頂ける事業所探しが大変な状況でとなっています。（教育委員会）

Ｑ， 小学校は、このような取組は無いのですか?

Ａ． 小学校はありませんが、自然学校など日程短縮されています。

⑤ 学校運営協議会だより 【笹っ子応援団】 について

　　席上配布資料に沿って校長先生より説明

・ 第７号の素案（紙面構成、内容等）について

この後に行われる教職員との交流会を受けての内容・学校教育目標・２０２２年度学校運営協議会委員紹介・

コロナ禍で活動及び募集がストップしている図書ボランティアの件を考えている。

・ 図書ボランティアは、毎年ＰＴＡ総会時に募集を呼び掛けていたが、笹ポーターの活動として取り込み

募集を掛けたらどうかと提案したい。

（笹ポーターのチームとして発展させたらどうかと考えている）

・ 民谷委員（図書ボランティア代表）

２年間活動が休止しており、１年ごとの募集、入替では活動の引継ぎができない状態となっている。

ボランティアとして、複数年在籍化する方が継続性があり活動は行いやすい

活動内容としては、”読み聞かせ””本の整理や修理”がある

委員よりの意見

・ 賛成です。　今までは現役保護者のみの活動であったが、笹ポーターのチームとすることで

地域の中で興味のある方等にも入って頂けるし、ボランティアの人数確保や継続性の課題解決にも

繋がってくれると考えます。

また、笹ポーター活動の拡大・発展にも寄与するのではないでしょうか？

・ 現役保護者の参画（今までのボランティアさん）にプラス地域となるので、笹ポーターとして募集しても

良いのでは、、、（会長）

・ ＰＴＡ総会で募集ということで、現役保護者のみとなっていたのではと思います。

・ 現役保護者と笹ポーターの合同チームのイメージですか？

・ 位置づけをはっきりした方が良いのではないでしょうか？（笹ポーターとして募集、従来通りの募集）

・ 経験とか必要でしょうか?

⑥ 学校運営協議会委員と教職員との交流会

この後、

・ ６／２０（月）　１６：００～１７：００　　多目的室

・ 出席者

【学校運営協議会委員】　　　　　（１４名）

【教職員】　　　　　　　　　　　（１３名）

・ 目的

本校の教育活動について、学校運営協議会委員と教職員が意見交流して、学校生活の充実を図る。

「地域とともにある学校」づくりを目指して具体的な取組等について協議する。

次回への継続協議とする



⑦ 夏季研修について

・ ８／１７（水）　１３：００～１５：００　　多目的室

講演会：　「教育のユニバーサルデザインを進める」

講　師：　　後野文雄先生

教職員とともに研修会に参加

（３） その他

・ 第３回学校運営協議会を７／６（水）に開催予定

（教職員との交流会を受けて、今年度の活動を決定していく予定です）

＊閉会

あいさつ

荒川ＣＳディレクター

・ この後、教職員との交流会が開催されるため、１時間弱と協議時間が短く

委員皆様の意見を十分聞くことが出来ず申し訳ございませんでした。

・ 教職員との交流会では、なるべく先生方のご意見をお聞きしたいと考えてますので、

委員の皆様は、質問内容を絞って頂きますようご協力をお願いします。又、上手く

意見を引き出せるような質問等の準備をお願いします。

・ お疲れさまでした。



新型コロナウィルス感染症拡大の影響で第１回の開催時期がずれてしまったが、本日開催出来て

しっかりと意見交換しながら今年度の取組内容を決めていきたいと考えていますので、委員の皆様も

本校校長として５年目を迎えることになりました。いつも支えて頂きありがとうございます。

昨年度末よりコロナにより開催ができなかったが、会長同様本日お集まりして頂くことができ



１０／５・６に６年生修学旅行予定（広島）、コロナの状況次第で昨年同様県内に変更も検討

１１／１８～１１／２１、いたみっ子アート展開催、（１／２５～１／２８年度は図工・家庭科展）予定

（平成２９年度から減少していたが、コロナ感染拡大とともに増加傾向となっていることから）

コロナ禍でも体育の時間等を工夫し、体を動かす機会の確保をしながら体力作りを行なっていく。

１２項目中、学年指導、人権・同和教育、特別支援教育、保護者・地域との連携の４項目については

新たな研究年度（３年間）がスタートするので、アンケート結果等を基にテーマを決めて進めていきたい。

保護者アンケートにもユニバーサルデザインに関する項目を追加し、オープンスクール等で理解を



昨年度はコロナによって一日入学が実施出来ず動画をアップしたら、見る見る間に閲覧数が増加。

閲覧者のお話では、説明を受けながらだとメモに気を取られ内容を聞き洩らすことも多かったが、

トライやるウィークは中学２年生対象で実施されている。本日中学校の上田委員（教頭）がお休みで

しかし、受入先が年々減少し協力頂ける事業所探しが大変な状況でとなっています。（教育委員会）

この後に行われる教職員との交流会を受けての内容・学校教育目標・２０２２年度学校運営協議会委員紹介・

図書ボランティアは、毎年ＰＴＡ総会時に募集を呼び掛けていたが、笹ポーターの活動として取り込み

２年間活動が休止しており、１年ごとの募集、入替では活動の引継ぎができない状態となっている。

地域の中で興味のある方等にも入って頂けるし、ボランティアの人数確保や継続性の課題解決にも

現役保護者の参画（今までのボランティアさん）にプラス地域となるので、笹ポーターとして募集しても

位置づけをはっきりした方が良いのではないでしょうか？（笹ポーターとして募集、従来通りの募集）

本校の教育活動について、学校運営協議会委員と教職員が意見交流して、学校生活の充実を図る。


